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事象関連電位による視聴覚音声知覚の検討

Ｎ１成分とＰ２成分による言語間比較

久永聡子・積山薫・伊賀崎伴彦・村山伸樹

１．はじめに

1.1．視聴覚音声知覚

話者の顔がみえる状況下での音声聴取は、そうでない場合よりも音声知覚が容易になる。このこと

は、特に騒がしい状況で顕在化し、調音運動に伴う視覚情報は雑音下で音声知覚に有用な情報として

処理される（Sumby＆Pollack,1954)。このような視覚情報の影響は、McGurk効果のように視覚情報

と聴覚情報に矛盾がある場合にも生じ、この場合、両者を融合した音韻が知覚されることが報告され

た（McGurk＆MacDonald'1976)。たとえば、，'ba',という聴覚情報に．.ga,,という矛盾した視覚情報

を同期させることで、多くの聴取者は“｡a､、という音声を知覚するのである。この場合、音響レベル

で．ba￣と“｡a”が類似していること、調音レベルで“ga”と“｡a”が類似していることが聴取者の

音声知覚を変容させたと示唆される。McGurk効果は、現在までに数多くの研究で検討されており

（e9.Kuhl,Tsuzaki,Tbhkurao＆MeltzoffI994;McGurk＆MacDonald，1976;Sekiyama＆Ｂｕｍｈａｍ，

2008;Sekiyama＆Tbhkura,1991,1993;vanWassenhove,Granl,＆PoeppeL2005)、音声知覚における視

覚情報の影響が明らかにされてきた。

1.2．行動研究

McGurk効果生起に例示されるような音声知覚における視覚情報利用の程度は、騒音などの環境要

因のほか、被験者の年齢や母語によっても影響を受けることが報告されている。たとえば、日本語母

語話者の大人は英語母語話者の大人に比べてMcGurk効果生起率が低いことが挙げられる（Kuhlet

aL,1994;Sekiyama＆Bumham,2008;Sekiyama＆Tbhkura,1991,1993)。また、発達的変化に着目した

研究から、英語母語話者は子どもから大人になるにつれて視覚情報の影響を強く受けるようになるこ

とが報告されている（McGurk＆MacDonaldJ976;Massaro,ThompsonBalTon,＆Lalcn,1986)。しかし

ながら、日本語母語話者では、このような発達的な変化がみられないことがSekiyama＆Ｂｕｍｈａｍ

(2008）によって明らかにされた。

以上にみられたＨ本譜母語話者と英語母語話者の視聴覚音声知覚の差異が何に起因するかを調査す

るために、Sekiyama＆Burnham(2008）は聴覚のみによる聴取課題と視覚的な読唇課題を設定し、そ

の反応時間を検討した。その結果、英語母語話者では６歳から８歳にかけて視覚による影響が大きく

なり、大人では聴取課題よりも読唇課題で反応時間が短くなった。一方、日本語母語話者にはそのよ

うな傾向はみられず、大人においても聴取課題と読唇課題の反応時間に差はみられなかった。このこ
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とから、視覚の影騨が強い被験肴では、聴取課題よ})識や課題の反応時間が速い傾向があり、処理の

速い感党が知覚内容の決定に大きな比愈をもつことが示唆された。

1.3．脳内活動

脳の神経活動の様子は、脳波形（eIcctmcnccIilmgruphy:ＥＥＣ)、機能的核磁気共鳴画像法

(functionaImagncticrcsonanccimaging：fLMRl)、脳磁針（magnctocnccphaIography：MEG）などの非侵

襲性的手法で観察することができる。ＥＥＧに関しては、安静時に観察されるものと、外界からの刺

激に対して誘発されるものがあＩ)、後者は１１象llU連電位（event-rcIalcdpolential：ERP）とよばれる。

ERPやＭＥＧは、時'１１１分解能に非常に優れているのが特徴で、言語学や音知覚の研究においてひろく

利用されている．

近年、音声知覚による視聴覚'''1の相互作用に関して、ｻﾃ声開始後少なくとも約250,sまで観察され

ることがＥＲＰによって明らかにされた（Basle,FOltDelpuech,＆Giard,2004;Colin,Radeau,Soquet，

DemoIin,Colin,＆DeItenre,2002;vanWassenhoveclaL2005)。ＥＲＰでは、縦軸に活動の大きさを示す

振幅（似Ｖ)、横軸に時間（ｍｓ）が示され、上側を陰性極（negativcpoIarity：Ｎ)、下側を陽性極

(poHi【ivcpolarity:P）として表示される。表記の際は、出現した振幅を順にＰ１、Ｎｌ、Ｐ２，ＮＺなどのよ

うに略iWiで示すことが多い。ＮＩ、ＰＺに関して、英語|澗の|i)|｢究（vanWa5senhoveetaL,2005）では、聴

覚のみの聴取に比べて、聴覚と一致した視覚情報が付加された視聴覚条件で、振幅が減少し、満時は

短縮する傾向があることが報{Ifされた。さらに、ＭＥＧを)1}いたフィンランド母語話者での研究

(Davis・KisIyuk,Ｋｉｍ,＆Sams,2008）では、聴覚のみの聴取に比べて、視聴覚音声知覚でlOOms付近

にみられる磁場波形のピークが減少することが報告された。以上から、視覚情報が付加されたことに

よる音声知覚への影響が刺激呈>広後lOOmsから観察されることが示唆された。また、フランス語母語

話者での研究（Ba§IeelL2004）では、視聴覚音声知弛では、聴取のみの判断より反応時間が短くな

ること、さらにＥＲＰではvanWnssenhovectal.(2005）の英語母語話者と同様にＮl振幅が減少するこ

とが報呰されている。そこで、本研究では、行動研究から示唆された１１本譜母語話者と英語母語話者

における音声知覚の視聴覚比重の鑑異がＥＲＰではどのように出現するのか、検討することをめざした。

1.4．目的

本研究では、１１本iWi母語話者と英語母語話肴を対象に、音声知覚中の視覚情報の影響の言語差を検

討した。実験Ｉではモダリテイ'111の処理速度の藻にllUする先行研究（BasleetaL2004;Sekiyama＆

Bumham,2008）に蒜１２１し、反応時間の測定をおこない、実験２ではＥＲＰから脳内活動における時間

的推移を検討した。また、前述したような日本語母語話者と英語猷語iiili者間の視聴覚音声知覚の差異

(KuhlelaL’1914;Sekiyama＆Tbhkura,1911；1993;Sekiyama＆Burnham,2008）に論目し、視覚情報の

比重が朴１吋的に小さい日本語母語話者の特ｲﾌﾞな音声処fll1過程を明らかにすることを'二1的とした。

2．実験１

実験Ｉでは、行動のデータとして反応時|}|］（ITT）を指標に、音声知覚中の視覚情搬の影響を検討し

た。
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2.1．方法

2.1.1．実験参加者

日本語母語話者（Japanesegroup:ＪＧ）１８名（平均年齢、２１．２８歳；範囲、20-26歳；男性６名、女

性１２名）と英語母語話者（Englishgroup：ＥＧ）６名（平均年齢、２０．１２歳；範囲、１９－２２歳；男性

4名、女性２名）を対象とした。ＪＧは熊本大学に通う者、ＥＧは熊本大学に交換留学生として通うア

メリカ人とイギリス人であった。全員が右手を利き手とし、視力（矯正含む)、聴力ともに本実験参

加に十分なものであった。

2.1.2．刺激

呈示法は、音声と凝視点で構成した聴覚呈示（Audio-only：ＡＯ）と音声と映像が同期した視聴覚呈

示（Auditory-visual：ＡＶ）の２条件とした。ＡＶ条件に関しては、今回は視聴覚が一致したもののみを

用いた。各条件は、２人の女性話者［日本語刺激（J)、英語刺激（E)］がそれぞれ/ba/、／ga/の発話を

したムービー・クリップをAdobePremierealを用いて編集した（映像:640×480pixel、２９９７フレー

ム、音声：l6bit、４４kHz、ステレオファイルとして合成)。

音声は６５ｄＢＳＰＬで呈示し、さらにマシンノイズをマスクするためバンドノイズ（300-12000Ｈｚ：

ＳＮ比l3dBSPL）を使用した。

Ｆｉｇｌは、話者ＪとＥによる/ba/、／ga/を音声解析ソフトPraat（Boersma,＆Weenink,2010）を用い

て検証したものである。スペクトログラムの低周波から高周波にかけて全体的に濃くなる時間点は、

調音器官が閉鎖から開放されたことによる「破裂」を示している。／ba/、／ga/は、いずれも有声音で

あり、通常、破裂前に声帯振動を伴う。話者Ｊに関して、音声波形、スペクトログラムから声帯振動

が破裂に先行しておこっているのがわかる。破裂から声帯振動の開始までの時間（voiceonsettime：

VOT）は、音声波形とスペクトログラムを参考に計測できる。声帯振動開始は、低周波数領域のエネ

ルギーの立ち上がりで読み取ることが出来る。Ｊの場合、声帯振動が破裂に先行しているため、ＶＯＴ

はマイナスの値で示され、Ｊ/ba/では－７８，s、Ｊ/ga/では－９８，sとなる。清水（1993）の研究では、日

本語母語話者による有声破裂音に関するVOTの平均値は/ba/が－８９，ｓ（範囲、－６５から-125,s)、

/ga/が－７５，ｓ（範囲、－３５から-125,s）であると報告している。一方、Ｅ/ba/、Ｅ/ga/でのＶＯＴ値

は、ほぼｏに近く破裂とほぼ同時に声帯振動が始まっていることがわかる。これは、英語母語話者の

/ba/、／da/、／ga/のＶＯＴはゼロに近いことを示したLisker（1964,ｐ395）の報告と一致している。ＶＯＴ
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'よ、有声破裂音と無声破裂音を弁別する知覚的手がかりとなることが知られており、ＶＯＴを操作し

た知覚実験では、英語においては、VOTがゼロ付近であれば有声破裂音として、＋60,s以上であれ

ば無声破裂音として知覚されることが示されている（Lisker＆Abramson,1970)。

以上から、本研究で用いる刺激は、それぞれの言語の特徴を反映したものと考えられる。

2.1.3．手続き

映像は液晶モニタ（ＳＯＮＹＳＤＭ－５１)、音声はその上方に置かれたスピーカ（AIWASC-B10）を用

いて呈示した。被験者は、液晶モニタの前に置かれた椅子に座り、開眼安静状態で実験に参加した。

実験１は、実験２で計測する環境と同様にシールドルーム内でおこなった。（Ｆｉｇ２)。

実験構成は、ＡＯ条件、ＡＶ条件の２条件各40試行１セットであった。条件実施順は被験者の半数

がＡＯ条件から、残り半数がＡＶ条件からとした。被験者には、視聴した音節が“ba"、“ga,,のどち

らであったかを判断し、ボタン押しで選択するよう教示した。Ｆｉｇ３は、１試行の流れである。
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2.2．結果

Ｒｒについて、被験者の母語（２：ＪＧ、ＥＧ）を被験者間要因、呈示条件（ｚ：ＡＯ、ＡＶ）×刺激話者

(２：母語話者、非母語話者）×音節（２：/ba/、／ga/）を被験者内要因とする４要因分散分析を行った。

その結果、被験者の母語×呈示条件に関して交互作用が有意であった［Ｆ(Ｌ22)=1804,ｐ<001]ｏＪＧで

は、ＡＶ条件のＲＴは、ＡＯ条件に比較して増大したが［F(1,22)二859,p<０１](Fig4a)、ＥＧでは短縮し

た[Ｆ(1,22)=946,p<０１](Fig4b)。さらに、ＡＶ条件のＲＴは、ＪＧよりＥＧの方が短かった［Ｆ(L44)＝

6.63,ｐ<０５]。
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2.3．考察

実験１では、ＪＧとＥＧを対象にＡＯ条件とＡＶ条件中の音声知覚のＲＴを検討した。その結果、ＡＯ

条件をベースラインとした視覚情報付加の効果は、言語間で異なっていた。ＥＧは、ＡＯ条件に比べて

ＡＶ条件でＲＴを短くしたが、ＪＧにはそのような傾向はみられず、むしろＡＶ条件でＲＴを延長した。

以上から、音声知覚の際の視聴覚比重が母語によって異なることが示唆された。つまり、ＥＧは積極

的に視覚情報を利用することでＡＶ条件でのＲＴを短縮したが、ＪＧは視覚情報が付加したことによっ

て妨害的な影響を受け、ＡＶ条件でＲＴ増大となったと考えられる。この結果は、ＥＧはＡＯ条件より視

覚条件（VO）でＲＴが速く、ＪＧはＶＯ条件とＡＯ条件に差がみられないという先行研究Sekjyama＆

Bumham（2008）と整合する。

これらの結果は、音声知覚において、ＪＧでは聴覚情報が、ＥＣでは視覚情報が相対的に重視される

ことを示唆している。従来、McGurk効果の生起率が母語によって異なることが報告されていたが

(KuhLTsuzakl,Tbhkura,＆Meltzoff,1994;Sekiyama＆Tbhkura,1991,1993)、それはこのことと関連し

ていると考えられる。

BasleetaL（2004）は、フランス語母語話者を対象に、ＡＶ呈示とＡＯ呈示時のＲＴを比較し、ＡＶ呈

示でＲＴが短縮したことを報告した。BasleetaL（2004）の実験は、ＡＱＶＯ、ＡＶ呈示で構成された

4音節（/pa/、／pi/、／po/、／py/）を］ブロックとしてランダム呈示しブロック毎に４音節から１音節を

targetとした。課題はtargetの際にボタン押しをするというものであり、フランス語母語話者において

もＡＶ情報が音声知覚に促進的に作用したことが示唆される。本実験結果から、ＡＶ情報の影響は、

ＪＣでは抑制的に作用することが示唆され、ＪＧの特徴的な音声知覚形態があることを示したと考える

ことができる。

3．実験２

実験２では、視聴覚音声処理における視覚情報の影響を、脳内活動の時間的推移から検討した。
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3小方法

3.1.1．実驍参加者

実験ｌの参加者から、ＪＧ８名（平均年齢、２２歳；範囲、21-26歳；男性３名、女性５名）とＥＥＩ３

名（平均年齢、19.7歳；範囲、19-22歳；男性２名、女性１名）を対象とした。

3｣2.刺激

実験ｌと同様であった。

3.1.3．手続き

映像、音声の呈示は実験ｌと同様に行った。実験構成は、ＡＯ、ＡＶの２条件各40試行10セット、計

Soo試行であった。条件実施順は被験者の半数がＡＯ条件から、残り半数がＡＶ条件からとし、３日間

に分けて脳波計測を行った。被験者には、視聴した音節が“b日瀕、“ga”のどちらであったかの内的な

判断のみを求めた。刺激は１試行ZOOOmsで編集した。

3.1.4．脳波記録

脳波は、国際lO-20法に準じたＦＰＬＦＰ２、Ｆ７，Ｆ３，Ｆz、Ｆ４，Ｆ８，Ｔ３，Ｃ３，Ｃｚ、Ｃ４、Ｔ４、Ｔ５、Ｐ３、

Pz、Ｐ４、Ｔ６，０１０２を探査電極（l9ch)、両耳朶連結（Ａｌ＋Ａ２）を基準電極（Fig.5)、前頭極部中

央および鼻根を接地電極として導出きれ、脳波計（日本光電Neuro値ｘＥＥＧ‐1100）により増幅および

フィルタリング（0.53‐300Hz）されたのち、サンプリング周波数500HzでＰＣ（DELLOptiPlex

GX280）に記録された。トリガとして、ステレオファイルの一方に音声刺激と同期した30,sのトー

ン信号を編集し、脳波の２０ｃｈに記録した（Fig.６)。

Fig.５．ＴｈｅｌＯ－２０ｓｙｓｔｅｍ

９００，ｓ

１１t二悪１
201mchanneI（left）

Z1s1chamcl（right
、

Fig.６．Theaudicsignals9Themggersignalswerereccrdedonthe20[b

channeloftheEEGandthespeechsignalswere鰐cordedonthe

２１stchannellomakcsu1℃thesynchronization．
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3.1.5．分析

解析は、audioonsetiiii200Insをベースラインとし、条件（AO、ＡＶ)、刺激（母語話者、非母語話

者)、音節（/ba/、／ga/）別に各被験者IOOlm力Ⅱ算した。Appcndixlは、ＪＧ、ＥＧの総加算平均である。

実験２の検討箇所としては、単音節に対する地位であるため、頭蓋頂（Cz）で記録されたＮＩ、Ｐ２の

初期成分を分析した（Ba5leetaLZOO4;LcwdlndowsM,Bckisz,Szymaszck・WrobcI,＆Sze1ag,2008;van

WasSenhoveetaL2005)。

3.2．結果

Ｎ]、Ｐ２について、被験肴の言語（２：ｊＧ、ＥＧ）を被験者''１要因、条件（２：ＡＯ、ＡＶ）×刺激（２：

母語話者、非母語話者）×背節（２：/ba/、／ga/）を被験者内要因とする４要因分散分析を行った。

3.2.1．振幅

ＮI振幅は、両被験者群においてＡＯ条件に比べＡＶ条件で減少し［F(1.9)二5.72,ｐ<・ＯＳ]、被験者の言

語×条件に交互作用はみられなかった。Ｐ２振11jliiは、被験者の言語×条件×刺激に関して交Ij:作用が有

意であった［F(1,9)二6.22,ﾉ)<､05]・Fig.７に示すように、ＥＯでは、条件'１１１において刺激の彫騨が異な

る傾向がみられた［F(1,9)二8.42.p二.018]が、ＪＧにはそのような傾向はみられなかった。ＥＣは、刺激

が{砒譜話宥の際にＡＯ条件に比較してＡＶ条件で振幅を減少させた［Ｆ(I」8)二7.76.'二.012](Fig.7a)。ま

た、ＡＯ条件でＥＧは、母語話者の刺激よ')非け語話者の刺激で振幅を減少させた［F(LI8)二12.33.'二．

0025](Fig.８)。
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3.2.2．潜時

Ｎｌ潜時は、両被験者群においてＡＯ条件に比べＡＶ条件で減少した［F(1.9)二10.982,p<､01]が、被験

者の言語×条件に交互作用はみられなかった。Ｐ２潜時に関しては、被験者の言語、条件による差はみ

られなかった｡

3.3．考察

実験２では、視聴覚音声知覚についてERPから検討した。Ｎｌ成分に関しては、ＪＯとＥＧともにＡＯ

呈示に比較し、ＡＶ呈示時で振幅は減少し潜時は短縮する傾向がみられた。vanWassenhoveetal．

(2005）は、ＥＣを対象に母語話者の刺激を用いてＡＯ、ＶＯ、ＡＶの３条件による呈示方法を用いて実

験をしたところ、聴覚情報に視覚情報が付加することによって、Nl-P2振幅の減少、潜時の短縮が

生じることを報告している。実験２で、ＥＣはＮｌ振幅、潜時でvanWassenhoveetaL(2005）と類似し

た傾向が確認されたといえる。しかし、本研究での視覚情報付加によるＰ２振11lWiの減少に関しては、

ＥＧにおいてのみみられ、ＪＧに関しては、ＡＯ呈示とＡＶ呈示の違いはＮｌ成分でのみしかみられな

かった。また、ＥＧでみられたＰ２振幅減少は、母語話者の刺激に限られたものであった。

以上から、母語話者による刺激の際、言語間の差異がP2振幅で確認された。ＥＧが200,s付近まで

ＡＶ呈示による影響を受ける一方、ＪＧはその影響が100,s付近までしか継続されなかったことが示さ

れた｡

ＡＯ呈示の際、ＰＺでＢＧは母語話者の刺激に比較し、非母語話者の刺激の際に振幅を減少させた。

このことに関しては、２.Ｌ２の刺激の節で述べた言語の特性が関係しているのではないかと考える．

本実験結果から、視聴覚音声知覚に関して、視覚の影響が100,s付近にみられるＪＯと音声の影響

が200,sにみられるＥＧという音声知覚における言語差が示唆された。

4．総合考察

本研究では、ＪＧとＥＣを対象に音声知覚における視覚の影瀞を、ＲＴ（実験I）とＥＲＰ（実験2）か

ら検討した。実験ｌでは、視覚･情報付加の影響によりＥＧではＲＴが短縮したが、ＪＧではＲＴが増大

した。つまり、視覚の影響がＥＣでは促進的であったのに対して、ＪＧではむしろ抑制的であり、逆効

果であったことが示唆される。この結果は、ＥＧは聴取課題に比べて視覚的な読唇課題でＲＴが短縮し、

ＪＧは聴取課題と読唇課題でＲＴに差がみられなかったというSekiyama＆Ｂｕｍｈａｍ（2008）の結果に

類似していた。以上から、ＥＣは音声聴取よりも調音情報の視覚的処理が速くできることによって、

視覚的処理が聴覚的な音声知覚にプライミング効果を引き起こしたことが示唆される。しかし、ＪＧ

ではそのような傾向はみられなかった。要するに、成人のＥＧでMcGurk効果が強く生起する（e・g

Kuhlela1.,1994;McGurk＆MacDonald,1976;Sekiyama＆Bumham,2008;Sekiyama＆Tbhkura,1993）

のは、このようなプライミング効果が起因していることが示唆される。

実験２においてＥＲＰで観察された視覚情報付力Ⅱの影聯は、ＥＧでは200,s付近までみられたが、ＪＧ

ではIOOms付近までしかみられなかった。ＥＧでMcGurk効果が強く生起するのは、視覚情報の処理

が持続的であることが背景に考えられる。ＥＧは、視覚情報の処理が持続的であることによって、音

声知覚に視覚情報が有意な情報として処理され、その結果、ＡＯ呈示に比較してＡＶ呈示でＲＴを短く
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したと示唆される。

ＥＣの視聴覚音声知覚中のＥＲＰの傾向は、Ｎｌ振幅、Ｎｌ満時、ＰＺ振WiiにおいてvanWassenhoveetal．

(2005）の先行研究と整合しており、ＡＯ呈示に比較してＡＶ呈示で振幅の減少、満時が短縮する傾向

が確認された。しかし、Ｐ２潜時については短縮傾向がみられず、vanWa5senhoveetaI.(2005）とは異

なった結果であった。だが、本研究のＥＧのERP被験者数が、小さなものであったことを考慮すると、

P2潜時については被験者数を増加してi】ﾁ検討する必要性がある。本実験では、単音節に対する電位

であるため、Ｎｌ、Ｐ２の初期成分を分析した（Basleeta1.,2004;LewandowskaetaL2008;van

Wassenhovee[a1..2005）が、実験ｌで示唆された視覚情報が音声知覚にプライミング効果を引き起こ

したとするならば、ＮＬＰ２に先行するＰＩでＡＯ、ＡＶ呈示による逆いがみられることが考えられる。

この点に関しても、検討の余地があるだろう。

本研究では、視聴覚音声知覚の言語差を検討するため、ＪＧとＥＧを対象に、刺激話者についてもＪ

とＥを用いた。その結果、ＥＧにおいてＡＯ呈示時で、母語話者の刺激に比較し、非母語話者の刺激の

際に振幅が減少したことが確認された。本実験で使用した刺激は、VOT値に関して、それぞれの言

語の特性を示したものであった。そもそも、VOT値は音声の有声性、無声性を特徴づけるものであ

る（Lisker,＆Abramsonl964;1970)。ii1i水（1993）はアジアの６言語（日本語、中国語、韓国語、ビ

ルマ語、タイ語、ヒンディー語）を調査対象とし、ＶＯＴについて検証した結果、韓国語とヒン

ディー語を除く言語においてＶＯＴは有声性、無声性の弁別に機能すると報告した。刺激言語による

影響が200,sに現れることが示されたＥＧに関して、このVOT値の言語差がどのように作用したのか

についても再検討する必要があるだろう。

現在までに、視聴覚音声知覚の研究において母語話者を刺激話者として１１}いた研究はあるものの

(Basleeta1.,2004;DavisetaL,2008;vanWassenboveetaL､2005)、非母語話者を刺激話者とした際につ

いての音声処fM1についてはまだ明確にされていない。しかし、本研究から、ＥＣは刺激が母語話者で

あった場合と非母語話者の場合で視聴覚音声処理が異なる傾向がみられ、母語話者においてのみ視覚

情報の付加が音声知覚に持続的にはたらく傾向が示唆された。

本研究ではP2成分においてのみ言語間の差異がみられたが、これはＮｌ、Ｐ２のどのような特徴と関

係しているのだろうか。Ｎｌ成分、Ｐ2成分に関して、聴取課題の困難性を操作した研究で

LewandowskaelaI．（2008）は、川潜時、Ｎ1振幅、ＰＺ潜時には刺激の物理的な特性が反映され、Ｐ２

振幅には課題の困難性が反映されることを示唆した。Ｐ2振幅は、困難性が低い課題で、困難性が高

い課題よりも減少することを報告している。つまり、本研究結果を老MＩすると、ＥＣはＡＯ呈示より

も視覚情報が付加したＡＶ呈示で音声知覚が容易になったと考えることができる。この解釈は実験１

でみられたＲＴの結果とも整合性がある。ＪＧに関してはＰZ振幅に条件差はなく、音声知覚の際の視

覚情報の付加が雌易度を低下させることはなかったと考えることができる。Ｎｌ成分に関して、高齢

者と若年者を対象にした視聴覚音声知覚研究でWinneke＆PhilIips(2009）は、高齢者と若年者ともに

ＡＯ呈示に比べてＡＶ呈示時でＮ]振幅を減少させたことを報告している。若年者と満齢者では視聴覚

の比重が異なることが示唆される（Thompson、1995;積山、坂本、2007）が、その影響はIOOms付近

には報告されていない。また母語の異なる研究間において、Ｎｌ成分にみられる傾向が類似している

(Basleela1.,20()4;vanWUsSenhovecla1.,2005;Winneke＆PhiⅡips､2009）ことから、ＮI成分は刺激に対

する物理的処理を反映していることが示唆される。
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今後、被験者数をiWlⅢし、ＲＴとＥＲＰ成分の関係について詳細に検討したいと考える。
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HIsAKAGASatoko，SEKIYAMAKdlom・ICAsAKITbmohikoandMURAYAMANobuki

ByuHingcvenI-reIatcdpolentmls（ERRExperiment2）andreaclionlimeS（RmExperiment］),Ihepresent

studyexaminedinterIanguagedifIbrenccsbctwecnJapaneseandEngIi1ihinaudio-visualspccchperCeption

(Kuhl・Tsuzaki,Tbhkura,＆Meltzo砿1994;Sekiyama＆Burnham,2008;Sekiyama＆Tbhkura,1991,1993）

､Therewercanaudi【ory-onIy（AO）andacongruentauditory-visual（AV）conditions､InExperimen[LRTs

sbowedoppositelendenciesbeIweenEnglish-Ianguage（ＥＧ）ulndJdlpancse-Ianguage（ＪＧ）groupsiortheAO‐

ＡＶｒｅＩａ【ionship:【hcadditionalcongrucnlviSualinfbrmalionspeededupthespcechperceptionprocessesfbrthe

EG、ｂｕｌｉｌｓＩｏｗｃｄｄｏｗｎｔｈｃｐｒｏｃｃｓｓｅｓＩｂ「ｌｈｅＪＧ、Thus・lhevisuaIinI1ucnccwaspromoIingfbrlheEGbut

dislurbingIDrlheJGlnExperimenI2,diIY1ercntERPpaUernSwerc(ｂｕｎｄｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅＥＧａｎｄＪＧ:Whereasthe

visuaIinnucncewassustained(maintaincdfromNltoP2）intheEG,thcinHuencewaslransicnl（limitedonIy

toNl）ｉｎｌｈｃＪＧＴｈｅＥＲＰａｎｄＲＴｄａＩａｗｃｒｅｂothconBistenIwithlhercportedinterlanguagedifYb｢cnceslbat

theJGperceiversuSevisualinfbrma【ionIolhclessextentthanthcEＧｐｃＩ℃eiversdo．
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